
５G導入状況と今後の展望
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事業運営費の削減：約30%

設備投資の削減 ：約40％

完全仮想化+Open RANでのコスト改善

※1  ※2 楽天モバイルの従来ネットワークと比較）

※2
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※7/30時点での対応サービスは楽天市場、楽天ラクマ、楽天ブックス、Rakuten Fashion。

楽天モバイルユーザー向け

2025年7月30日バージョンアップ

楽天市場などのグループサービスと
連携して回答する機能を追加

AIが次の質問を
選択形式で表示し

AIとの会話が
さらに簡単に

こだわりの条件に
合った商品を

グループサービスから
AIがご提案

より手軽で
直感的な

チャット体験

音声のテキスト変換、
リアルタイム翻訳
画像検索等にも対応

プロンプトの
選択肢を
表示

こだわりの
条件から

商品をご提案

※

最強ポイント：Rakuten Link AI
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基地局の電波出力改善で 西日本の対象地域を最大2.0倍に拡大

※2025年1月より、九州・沖縄、四国、中国地方の対象地域にて5G（Sub6）基地局の電波出力改善を実施し、
沖縄県で約2.0倍、山口県では約1.4倍、その他の対象地域においても最大1.1倍のエリア拡大を達成

※

沖縄県の例

（2024年12月と2025年3月の比較）

約2.0倍に拡大

福岡県の例

（2024年12月と2025年6月の比較）

約1.1倍に拡大
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※この成果は、国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）の「ポスト5G情報通信システム基盤強化研究開発事業」(JPNP20017) の
助成事業の結果得られたものです
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トンネルを含む中山間地域、大規模イベント施設付近における

通信接続・データ伝送の安定性確保の実証を実施の実証を実施

（管理事業者）

【自10佐賀市】 実施体制

PMO事業者 路側インフラ提供者自動運転車両/
システム提供者

先進モビリティ

遠隔システム
提供者

東海理化

交通事業者

佐賀市交通局

協力機関

③車載センサ検知範囲外の人等の検知・通知による車両制御

•路側センサを用い車載センサ検知範囲外の歩行者・対向車等
を検知する。検知結果を物標情報に変換することでLTE回線
（公衆網）でも遅延を最小限に抑え車両に通知できるため、
信号無しの大きな交差点におけるスムーズな右折を実現する。

②通信輻輳下における監視映像等の情報伝送の安定的な継続

•輻輳の度合いを踏まえた遠隔監視映像品質の制御により、輻
輳下においても安定的な情報伝送を継続・維持することを実
現する。

①条件不利地域（中山間地域）の通信の安定性確保

•トンネル区間を含む中山間地域において基地局の電波を増幅
するLTEレピーターを用い、自動運転車両運行を想定した
ルートへの電波放射を行い、自動運転車両が安定接続できる
通信環境を実現する。

※LTEは、欧州電気通信標準協会（ETSI）の商標または登録商標です。

実証機関

信号無し3車線超え右折
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AIによる通信負荷低減と通信量を確保。地域・産業課題を解決する高度AIソリューション創出

今後の研究開発：地域社会DX推進パッケージ事業 AI検証タイプ (総務省)

2025年4月、総務省地域社会DX推進パッケージ事業（AI検証タイプ）に採択

委託業務

AIカメラ
ソリューション提供

スタジアム・
イベント提供

代表機関

• 代表機関対応

• 通信アーキテクチャ定義

• 通信環境提供

• 通信環境の技術評価

• 要件・課題整理

• ソフトウェア開発

• AIソリューション提供

• スタジアム提要

• イベント提供

• 実証運営支援

• 実証評価

（管理事業者）

【AI04兵庫県神戸市】 実施体制 スタジアムの監視カメラ映像をエッジAIで処理し異常を検知、リ
スクや通信混雑状況に応じて送信データ量を動的に削減し、状況
を警備員等へ通知するソリューションの有効性を検証する
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衛星通信ネットワークによるエリア拡大

～ 低軌道衛星と市販スマホによる直接”高速インターネット通信” ～



フィーダリンク
（衛星とゲートウェイ間）

ゲートウェイ 既存端末
（スマートフォン）

衛星

eNB 
(eNodeB)
※4G基地局

Operator 
IP Services 

(IMS, PSS…)

Evolved Packet Core

S6a

S11

Gx

Rx

SGi
PDN-GW

PCRF

HSS

MME

S-GW

コアネットワーク

S1-U S1-MME

サービスリンク
（衛星と端末間）

eNB側で衛星通信に必要な補正を行うことで、既存端末で通信が可能に
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